
「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
そ
し
て
、
「
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
」 

葵
の
皆
さ
ん
の
新
年
は
ど

の
よ
う
な
幕
開
け
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
？
大
晦
日
の
「
紅

白
歌
合
戦
」
を
見
て
、
「
ゆ

く
年
く
る
年
」
で
日
本
各
地

の
新
年
を
垣
間
見
る
と
い
う

定
番
の
新
年
だ
っ
た
方
も
あ

れ
ば
、
他
方
で
は
、
除
夜
の

鐘
を
聞
き
な
が
ら
早
速
初
詣 

 

に
出
か
け
ら
れ
た
方
が
い
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。或
い
は
、

完
全
に
「
寝
正
月
」
と
い
う

の
も
一
興
で
す
ね
。 

 

昨
今
は
、
こ
の
よ
う
な
正

月
ら
し
さ
が
少
し
薄
れ
、
更

に
は
年
間
を
通
じ
て
「
歳
時

記
」
全
体
が
忘
れ
ら
れ
つ
つ

あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
如

何
に
「
世
界
標
準
の
時
代
」

と
は
言
え
、
日
本
の
伝
統
文

化
を
守
る
気
持
ち
は
「
標
準

化
」
さ
れ
ず
に
残
し
た
い
も

の
で
す
。
中
国
系
の
人
々
は

今
で
も
旧
暦
で
正
月
を
祝
う

習
慣
が
あ
り
、
そ
の
姿
勢
を

崩
す
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

「
暦
」
は
東
ア
ジ
ア
の
風

土
に
根
差
し
た
尺
度
な
の
で

す
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人

も
旧
暦
と
と
も
に
季
節
を
感

じ
る
生
活
の
ほ
う
が
似
合
う

と
思
い
ま
せ
ん
か
。
（
で
も
、

こ
れ
は
年
寄
り
の
証
？
） 

 

さ
て
、
今
年
の
話
で
す
。

辛
卯
（
か
の
と
う
）
は
、
干

支
で
言
う
と
こ
ろ
の
二
八
番

目
、
「
辛
」
は
新
（
あ
た
ら

し
い
）
で
、
草
木
が
枯
れ
て

新
た
な
世
代
が
生
ま
れ
よ
う

と
す
る
状
態
を
表
し
、
「
卯
」

聖
堂
の
後
ろ
に
神
田
の

氏
神
、
神
田
明
神
が
あ
る
。

天
平
二
年(

七
三
〇
）
、
出

雲
族
の
真
神
田
臣
の
創
建

で
、
初
め
は
大
手
町
に
あ
る

将
門
塚
周
辺
に
鎮
座
し
て

い
た
が
、
そ
の
後
、
延
慶
二

年
（
一
三
〇
九
）
、
庶
民
に

東
国
の
英
雄
と
し
て
仰
が
れ

た
平
将
門
を
御
祭
神
と
し
て

祀
る
事
と
な
る
。 

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
、

徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府

を
開
き
江
戸
城
を
拡
張
す
る

際
、
社
寺
は
江
戸
城
の
表
鬼

門
の
位
置
に
あ
る
現
在
地
に

移
さ
れ
た
。
以
後
江
戸
時
代

を
通
じ
て
「
江
戸
総
鎮
守
」

と
し
て
幕
府
は
勿
論
の
事
、

江
戸
庶
民
に
至
る
ま
で
多
く

の
人
々
の
崇
敬
を
受
け
た
。

祭
は
日
枝
神
社
の
山
王
祭
と

共
に
天
下
祭
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
盛
大
な
も
の
で
、
神
輿
、

山
車
、
ホ
ウ
輦
な
ど
が
江
戸

城
内
に
繰
り
込
む
こ
と
が
許

さ
れ
て
い
た
。 

明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら

は
、
准
勅
祭
社
、
東
京
府
社

と
し
て
皇
居
、
東
京
の
守
護

神
と
仰
が
れ
た
。
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
、
茨
城
県
大
洗

磯
前
神
社
よ
り
少
彦
名
命
を

お
迎
え
し
、
更
に
同
年
、
明

治
天
皇
が
親
し
く
御
参
拝
な

さ
っ
た
。 

将
門
は
明
治
七
年
に
一

時
、
摂
社
、
将
門
神
社
に
遷

座
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
神
職

と
氏
子
総
代
を
は
じ
め
と
す

る
崇
敬
者
の
懇
願
に
よ
り
、

昭
和
五
九
年
、
再
び
神
田
明

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

お
願
い
で
す 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆
様
か

ら
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
担
当
飯
島
迄
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。 

に
あ
る
子
分
ガ
ラ
ッ
八
の
小
石

の
碑
が
可
愛
ら
し
い
。 

         

江
戸
幕
府
が
で
き
た
慶
長

八
年(

一
六
〇
三)

頃
、
鎌
倉
河

岸
の
北
側
の
低
湿
地
の
（
Ｊ
Ｒ

神
田
駅
西
側
一
帯
）
を
埋
め
立

て
町
家
が
出
来
た
。
現
在
の
多

町
一
丁
目
あ
た
り
に
住
む
名

主
の
河
津
五
郎
太
夫
が
「
菜

市
」
を
開
い
た
の
が
、
こ
の
地

の
青
果
市
場
の
始
ま
り
だ
と
言

う
。
こ
の
場
所
は
、
道
が
八
方

か
ら
集
ま
る
「
八
つ
小
路
」
や
、

神
田
川
や
日
本
橋
川
な
ど
の

運
河
に
挟
ま
れ
、
荷
物
の
集
荷

や
運
搬
が
至
便
な
土
地
で
あ

り
、
市
場
は
瞬
く
間
に
発
展
し

た
。
明
暦
の
大
火
（
一
六
五
七
）

の
あ
と
江
戸
市
街
の
再
編
が

あ
り
、
市
中
の
青
果
商
が
多

町
、
連
雀
町
、
佐
柄
木
町
な
ど

に
集
ま
り
、
大
規
模
な
神
田
多

町
青
果
市
場
を
作
っ
た
。
正
徳

四
年
（
一
七
一
四
）
に
は
多
町

に
青
物
役
所
が
出
来
、
江
戸
城

へ
野
菜
を
収
め
る
よ
う
に
な
っ

た
、
役
所
は
神
田
多
町
二
丁

目
、
神
田
小
学
校
あ
た
り
に
あ

っ
た
。 

 
 
 
 

（
続
く
）

神
の
三
の
宮
御
祭
神
に
復
座

し
た
。
因
み
に
一
の
宮
＝
大

己
貴
命
（
大
国
主
命
お
お
な

む
ち
の
み
こ
と
、
大
黒
様
）
、

二
の
宮
＝
少
彦
名
命
（
す
く

な
ひ
こ
な
の
み
こ
と
、
恵
比

寿
様
）
、
三
の
宮
が
平
将
門

だ
。
正
式
名
称
神
田
神
社
、

東
京
都
心
一
〇
八
町
会
の
総

氏
神
様
で
あ
る
。 

神
田
、
日
本
橋
、
秋
葉
原
、

大
手
、
丸
の
内
、
又
神
田
、

日
本
橋
は
、
江
戸
東
京
の
食

を
支
え
る
青
果
市
場
、
魚
市

場
の
発
祥
地
で
あ
っ
た
所
か

ら
、
神
田
明
神
の
境
内
に

各
々
の
市
場
の
守
護
神
と
し

て
江
戸
神
社
、
水
神
社
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
正
面
の
随
身

門
は
関
東
大
震
災
で
崩
壊
し

た
も
の
を
昭
和
五
一
年
に
再

建
し
た
も
の
。
境
内
に
は
野

村
湖
堂
の
小
説
で
、
神
田
明

神
下
に
住
ん
で
い
る
事
に
な

っ
て
い
る
親
分
「
銭
形
平
次

の
碑
」
な
ど
も
あ
る
。
右
下

↓
江
戸
総
鎮
守
・
神
田
明
神 

↑ＴＶでおなじみ、銭形

平次と子分ハチの碑 

は
「
茂
る
」
意
味
で
、
草
木

が
地
面
を
お
お
う
状
態
を
表

し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

ウ
サ
ギ
と
い
う
と
何
や
ら

跳
ね
ま
わ
る
感
じ
が
し
ま
す

が
、
「
辛
卯
」
の
文
字
の
意

味
は
少
し
違
う
よ
う
で
す
。

 

ま
た
、
干
支
の
「
辛
」
（
か

の
と
）
は
、
「
金
の
弟
」
。

陰
陽
五
行
で
「
金
」
性
の
「
陰
」

に
当
た
り
ま
す
。
金
は
金
属

や
鉄
。
「
辛
」
は
、
宝
石
や

貴
金
属
な
ど
小
さ
く
て
精
練

さ
れ
た
金
属
を
象
徴
し
ま
す
。

 

そ
ん
な
今
年
は
、
「
葵
友

の
会
」
で
ハ
ワ
イ
旅
行
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
秋
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
皆
さ
ん
、
是
非
前
向

き
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。
ウ

サ
ギ
ら
し
く
ハ
ワ
イ
で
跳
ね

ま
わ
り
ま
し
ょ
う
。 

 

飛
行
機
は
往
復
を
ビ
ジ
ネ

ス
ク
ラ
ス
に
し
て
ゆ
っ
た
り

と
過
ご
し
、
ワ
イ
キ
キ
の
浜

辺
の
ホ
テ
ル
「
ヒ
ル
ト
ン
ハ

ワ
イ
ア
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
で

南
国
ム
ー
ド
を
満
喫
し
ま

す
。
ホ
ノ
ル
ル
の
街
中
は
国

際
観
光
都
市
ら
し
く
「
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
お
も
て
な
し
」

が
徹
底
さ
れ
て
い
て
、
安
全
、

安
心
で
す
。
葵
で
鍛
え
た
？

リ
ハ
ビ
リ
効
果
を
発
揮
し
て

楽
し
い
思
い
出
を
作
り
ま
し

ょ
う
。
ご
一
緒
に
ア
ロ
ハ
！
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い
の
で
あ
る
。
改
め
て
考
え

て
み
る
と
、
リ
ハ
ビ
リ
を
目

的
と
し
て
入
所
し
、
自
主
ト

レ
に
励
ん
で
い
る
つ
も
り
だ

っ
た
が
、
殆
ど
結
果
を
出
し

て
い
な
い
。
い
ま
だ
歩
行
困

難
、
動
作
不
自
由
で
あ
る
。

余
暇
に
麻
雀
を
楽
し
ん
で
い

る
が
、
他
に
娯
楽
・
社
交
が

な
い
に
等
し
い
。
そ
こ
で
今

後
次
の
様
に
し
て
み
た
ら
ど

う
か
と
い
う
、
提
案
を
し
て

み
た
い
。 

リ
ハ
ビ
リ
は
自
主
ト
レ
的

な
も
の
だ
け
で
な
く
、
ま
と

ま
っ
て
の
歩
行
訓
練
、
自
彊 

術
・
ヨ
ガ
的
な
体
操
・
階
段

上
下
訓
練
な
ど
を
組
織
的
に

し
て
は
如
何
だ
ろ
う
か
。
問

題
点
は
、
指
導
者
側
葵
と
し

て
の
安
全
の
配
慮
だ
が
、
す

べ
て
自
己
責
任
で
処
す
る
位

で
な
け
れ
ば
、
前
に
進
ま
ぬ

ス
や
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

働
い
て
い
た
の
で
す
が
次
第

に
リ
ハ
ビ
リ
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、「
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
葵
」

で
お
仕
事
を
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
葵
で
沢
山
の
経

験
を
積
み
、
自
分
を
成
長
さ

せ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
明
る
さ
と
元
気
だ
け

が
取
り
柄
の
私
で
す
が
、
ど

う
ぞ
御
指
導
・
御
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

私
は
、
葵
が
発
足
し
た
平

成
十
六
年
十
一
月
以
来
の
利

用
者
だ
か
ら
、
数
少
な
い
最

古
参
者
の
一
人
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
週
三
回
を
殆
ど
皆

勤
に
等
し
い
出
席
で
過
し
て

き
た
。 

そ
れ
を
総
括
し
て
み
る
と
、

別
に
社
交
的
ヨ
イ
シ
ョ
を
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

社
長
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
は
一
点
の
非
も
な
い
と

い
っ
て
よ
い
。
私
の
日
課
は
、

午
前
の
マ
ッ
ト
体
操
、
午
後

の
パ
ソ
コ
ン
・
習
字
等
、
い

ず
れ
も
つ
ま
ら
な
い
も
の
は

な
い
。
即
ち
、
出
席
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
何
か
物
足
り
な

介
護
職 

 

江
見
は
る
み 

      

昨
年
七
月
以
来
、
葵
に
勤

務
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。 

以
前
、
私
は
デ
イ
サ
ー
ビ 

１
０
月
度
行
事
の
結
果 

カ
ラ
オ
ケ
会 

 

十
五
日
（
金
）、「
コ
サ
ー

ジ
ュ
」
９
名
参
加
。 

旅
行
会 

 

二
十
四(

日)

～
二
十
五

日
（
月
）、
伊
豆
高
原
「
か

ん
ぽ
の
宿
」。
友
の
会
史

上
初
の
一
泊
温
泉
旅
行

で
し
た
が
、
総
勢
１
２
名

の
旅
は
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
お
疲
れ

様
で
し
た
。 

          

１
１
月
度
行
事
の
結
果 

歩
こ
う
会 

 

十
二
日
（
金
）、
小
金
井
公

自 

画 

像 

園
、
１
１
名
参
加
で
一
人

平
均
約
６
千
歩
で
し
た
。 

麻
雀
大
会 

 

十
七
日
（
水
）、
新
規
会
場

「
ベ
イ
ブ
」
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
あ
っ
て
安
全
。
優

勝
は
矢
野
さ
ん
で
し
た
。 

      

カ
ラ
オ
ケ
会 

十
九
日
（
金
）、「
コ
サ
ー

ジ
ュ
」
１
１
名
参
加
。 

 

１
２
月
度
行
事
の
結
果 

カ
ラ
オ
ケ
会 

 

十
七
日
（
金
）、
横
山
さ
ん

の
記
事
の
と
お
り
で
す
。 

 

新
年
１
月
度
行
事
の
予
定 

新
年
会 

十
五
日
（
土
）
、
三
軒
茶

屋
ス
カ
イ
キ
ャ
ロ
ッ
ト
２

６
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
き

ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
願

い
ま
す
。 

 
 
 
 

（
事
務
局
長
） 

   
 

   

ら
海
を
題
材
に
し
た
作
品
や
、

聴
き
手
の
胸
に
突
き
刺
さ
る

よ
う
に
元
気
な
素
晴
し
い
作

詞
が
多
く
、
自
ら
の
作
品
を

｢

塩
歌｣｢

演
歌｣

な
ど
と
名
付

け
て
い
ま
す
。 

 

星
野
さ
ん
は
山
口
県
の
出

身
で
、
高
等
商
船
学
校
卒
業

後
、
水
産
会
社
に
就
職
し
た

も
の
の
、
病
気
療
養
生
活
を

踏
み
切
り
、
真
の
意
味
の
適 

材
適
所
で
新
内
閣
を
作
る
べ 

き
で
あ
り
、
そ
し
て
、
課
題

ご
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
期
限
を
切
っ

て
、「
日
本
再
建
対
策
」
を
ま

と
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
際
、
政
治
主
導
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

過
去
の
経
緯
に
こ
だ
わ
ら
ず

経
済
人
、
学
者
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
官
僚
等
の
全
面
的

な
協
力
を
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

素
人
が
夢
の
よ
う
な
話
を

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
は
今
、

こ
の
ま
ま
沈
滞
の
道
を
歩
む

か
、
回
復
の
過
程
に
入
り
得

る
か
の
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
政

治
家
の
み
な
さ
ん
の
英
断
を

切
に
望
む
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 
 
 
 

（
か
く
れ
み
の
） 

今
日
の
日
本

 
 
 
 

の
政
治
は
内
政
・

 
 
 
 

外
交
と
も
混
迷
を

 
 
 
 

極
め
、
国
民
は
、

 
 
 
 

国
の
前
途
に
光
明

 
 
 
 

を
見
い
だ
せ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
主
た
る
原
因
は
昨
年

の
政
権
交
代
で
与
党
に
な
っ

た
民
主
党
の
拙
劣
な
政
権
運

営
に
あ
り
ま
す
が
、
党
略
的

な
動
き
し
か
せ
ず
建
設
的
な

対
策
を
提
示
し
な
い
自
民
党

な
ど
野
党
の
責
任
も
重
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

今
こ
そ
、
国
難
打
開
の
た

め
に
救
国
内
閣
を
作
る
べ
き

時
だ
と
思
い
ま
す
。
我
が
国

の
内
政
・
外
交
の
緊
急
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
対
策

を
、
党
利
党
略
を
離
れ
て
早

急
に
策
定
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
、
民
主
党
は

長
い
間
国
家
運
営
の
経
験
が

あ
る
自
民
党
と
の
大
連
立
に 

送
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
病

床
か
ら
或
る
雑
誌
の
作
詞
コ

ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
詞
が

入
選
し
た
の
を
キ
ッ
カ
ケ
に

作
詞
の
道
に
進
む
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

日
本
の
音
楽
文
化
の
向
上

に
努
め
ら
れ
、
日
本
作
詞
家

協
会
々
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
二
０
０
０
年
に
は

勲
三
等
瑞
宝
章
を
授
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
カ
ラ
オ
ケ
会
の
方

は
誕
生
以
来
二
十
九
回
を
数

え
ま
し
た
が
、
幹
事
で
皆
勤

賞
の
七
海
邦
夫
さ
ん
の
司
会

進
行
で
、
参
加
者
十
三
名
が

ー
大
き
な
声
を
出
す
の
も
リ

ハ
ビ
リ
よ
！
と
ば
か
り
に
元

気
溌
溂
。
心
を
癒
や
し
て
く

れ
た
楽
し
い
楽
し
い
歌
い
納

め
の
ひ
と
時
で
し
た
。 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

葵
友
の
会
・
毎
月
恒
例
の

カ
ラ
オ
ケ
会
十
二
月
の
例
会

は
、
旧
臘
十
七
日
（
金
曜
）

に
コ
サ
ー
ジ
ュ
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。 

今
回
は
、
矢
野
敏
郎
さ
ん

の
提
案
に
よ
り
、
昨
年
に
亡

く
な
っ
た
作
詞
家
『
星
野
哲

郎
さ
ん
を
偲
ぶ
会
』
と
銘
打

っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

星
野
さ
ん
は
、「
黄
色
い
さ

く
ら
ん
ぼ
」「
三
百
六
十
五
歩

の
マ
ー
チ
」「
函
館
の
女
」
な

ど
、
生
涯
で
書
き
上
げ
曲
と

な
っ
た
作
詞
は
四
千
曲
以
上

と
言
わ
れ
、
そ
の
生
立
ち
か

世評・時評 

と
思
う
。

娯
楽
と
し
て
は
、
い
ま
盛

ん
な
麻
雀
の
他
、
囲
碁
・
将

棋
を
ま
と
め
て
行
う
こ
と
が

よ
ろ
し
い
。社
交
と
し
て
は
、

座
談
会
を
一
定
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
行
う
こ
と
だ
ろ
う
。

（
こ
れ
は
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン

グ
で
も
よ
い
と
思
う
。） 

ま
た
、
友
の
会
の
行
事
も

増
や
し
た
い
。
例
え
ば
映

画
・
演
劇
の
鑑
賞
な
ど
。 

い
ず
れ
も
実
施
に
つ
い
て

の
ま
と
め
役
が
必
要
だ
が
、

ス
タ
ッ
フ
で
不
足
の
場
合
は

自
主
的
に
利
用
者
で
考
え
て

は
如
何
で
あ
ろ
う
。 

行
政
の
制
約
、
過
度
の
安

全
対
策
が
問
題
と
な
る
と

き
、
そ
れ
ら
の
対
策
を
我
々

自
身
が
積
極
的
に
考
え
て
み

た
い
。

 

 
迎
春 

今
年
も
「あ
お
い
通
信
を
」ど
う
ぞ
宜
し
く 
 

私
の
提
案 矢

野 

敏
郎 

二
〇
一
〇
年 
 

歌
い
納
め
の
記 

 
 
 
 

横 

山 

稔 

あ
お
い
俳
壇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

泉 
 

貞
子 

雲
低
く
鰤
来
る
気
配
氷
見
の
海 

紅
仄
か
九
十
六
歳
初
鏡 

橋
本 

廣
子 

仰
ぎ
見
る
初
日
と
富
士
や
喜
寿
の
年 

夫
の
噛
む
数
の
子
の
音
清
々
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
村 

匡
子 

切
張
り
や
禅
尼
の
障
子
出
来
上
が
り 

数
の
子
に
あ
や
か
れ
日
本
の
少
子
化
よ  

葵
友
の
会 
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